The Condition of British Chemical Workers in England in 19th century by 服部, 良子
-409一
大阪市立大学生活科学部紀要 ・第35巻(1987)
19世紀イギリス化学工業における労働者の状態
1 C 1労働政策の形成を考察するために一
服部良子
The Condition of British Chemical Workers in England in 19th century 
RVOKO HATTORI 
はじめに l イギリス近代化学工業の成立
本稿では，イギリスの総合化学会社 1C 1 (Imperi- 1 .化学伎術史
al Chemical Industries PLC)の前身のーって・あ 化学技術 2もりはじまりは.t器をつくり.鉱石から金
るフソレナー・モンド社の労働政策の成立の経緯を明らか 属をとりだすプj法を考えた似始時代にさかのぼるが，近
にするために.19世紀のイギリス化学工業1:おける労働 代には独自の化学校術が殺場する。それは，産業革命と
者の状態を検討する乙とを課題とする。 同時、F行する形で成立，発展してくる。とくに18世紀イ
乙こではイギリス化学工業における労働者の状態を， ギリスの繊維産業の発展か.すべての化学的生産の1基礎
特iζJレプラン法アルカリ製造とアンモニア ・ソーダ法ア となる酸 ・アルカリ生産技術を導き出した。すなわち，
Jレカリ製造について検討する。乙れκよって，後に IC 産業革命による繊維の生産の地加は，織物仕上け1ζ必要
l社の一部となるプノレナー ・モンド社の労働政策の形成 な般とアノレカリの;必要を;'2);t':させた(岡 1)。
の土壕としての19世紀イギリス化学工業と化学労働者の a.織物仕上げと鮫・ アノレカリ製造技術の萌芽
状態がL、かなるものであるかを考察していく。これは l 繊維製品は.木綿や羊毛などの原料から糸への紡績.
CI社の労働政策lb形成と緩聞を解明するための一段 それをイむとする織衛の工程からすぐに縫製して衣類とし
|塘となる。 て~"fmする ζとはできなし、。染色や僚染をするにしても.
そこでまずフソレナー ・モンド社の倉IJ0:された19判紀後 まず繊維本来の色やよζれをおとすための諜白 ・仕上げ
半から20世紀初頒を中心とする時期の化学技術史と化学 加工が必要である。 17世紀まで織物仕上げ工程はイギリ
工業史をみていく。 次1:.同時期の主な化学工業製品で ス繊維産業のネックとなっていた。麻は 6ヶ月，綿で 6
ある般とアノレカリの製造においての生産方法と労働内界 迎聞から3ヶ月という長い所要時聞がかかったからであ
について考察する。そしてノレプラン法ソーダ製造とブル る。それは，天然アルカリや太陽光線にたよる筏術水準
ナー ・モンド社の採用したソルヴェイ法(アンモニア ・ I:Jln由があった。乙の段階の技術的水準においては，イ
ソーダ法)のもとでの労働の状況をいずれも製造方法と ギリスの織物仕ヒげ工程は，気候の条件や職人の点で俊
機械装置などの技術水準をふまえて検討する。それは， 位1:立っていたオランダに大きく依存していた。しかし，
化学産業の場合K限らず.産業史や労働政策を考察する 1685年ナント勅令廃止』ζよるアイノレランドへのオランダ
際iζは，技術史を考慮しておく乙とが不可欠であるとい 漂白工と麻布業省の移住は.イ ギリスの漂白妓術水準を
う事者の理解にもとつく }j法である。技術史との関連で オランダ並iζ高めた。とはし、え.漂白などの工程tζ要す
産業史を犯悔し.労働政策の諸相もそれらを背最として る時間lや場所は，依然としてオランダから受継がれた占
分析をすすめる乙とκよってはじめて明篠にされうる。 代そのままの方法だ った。特にその所要時間の短縮は，
というのも.製品の製造法や製造の状況 ・規模は. その 商品としての織物か生産過尽にととまる乙とを短縮でき
労働の状況 ・労使関係を大きく規定するからである。 るという意味で急務とされた。
仕上げ加工iζは，も焼slngenng.起毛baising.鈎
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図 1 1897-1972イギリスのアルカリ消費
毛shearing.艶Wcalenderingなどの機械的工程ととも 酵させたものがもちいられた。乙のほかアルカリ液の効
に.精練scouring.漂白bleaching. 縮織Culling. 果を高めるために石灰も大量に用いられたが，誤用され
milling. 化炭carbonisation.糊つけSIZlflg. 僚染 ると布をいちじ~しくそ乙なったり，有害であるとされ
pnntmg.染色dyingなどの化学的工程がある。3) イギリスでは1825年まで石灰使用fCは法的規務1)があった。
麻布linenの湯合， その白さが珍重されたため商品と 乙うした漂白法は時間ばかりではなく大変な労力も必
して仕上げるためには特fr漂白工程が軍要であった。麻 要とした。アルカリ液浸しと交互に行われた天日さらし
の脱色frは，大気と太陽による酸化が忌も安全である は. 1回fc2 -14日間.入手をもって芝生のうえに布を
乙とが古代エジプト期以来証明されている。ヨーロッパ ひろげる (図2)。灰汁による効巣を保ち布のいたみを
では18世紀末まで古代以米の変わらない標白方法が行わ 紡ぐため.布には自然の露以外Kも絶えず湿気をあたえ
れ百科~ßtIC も紹介されていた。特にオランダ(なかで た状態を維持しなくてはならなし、。そじて乙の間，昼夜
もHaarlem)が諜白で有名で， ヨー ロッパ各地から仕上 を通じてさらされている布を盗まれないように見張りが
げのために布地が送りはれたJ〉 也てられていた。乙の他，①~②の工程間の布の洗浄も，
ます‘Z長官ijの処開initialsteepingとして灰汁などのア 18世紀末に水力を利用した洗浄機械が導入されるまでは
ノレカリ液の中に約48時間浸す。そのあと①bucking，②
grassingまたはcrofting.③souringの3工程が行われ
る。①では一度洗った布を灰汁彼の中で4-5時間煮る。
再び洗い. 2-3週間草地などにひろげ太陽光線と夜露に
さらすのが，②の天日さらしのて程である。 <煮る一一
アルカリ液fC浸す一一洗う一一天日さら し>を普通4-
5回にわたり，アルカリ液の沼直を次第IC下け'つつ繰返
す。乙のあと酸化したバターミルクsouredbutter milk 
の中に数週間浸す③のsounngをお乙なう。必初のsour-
lngの後，く煮沸一一sounng一一天日さらし>の順で
布が望ましい状態Ir漂白されるまで繰返すf)製品の品
質によりその回数は巽なったが，麻の場合は6ヶ月，木
綿は6週間を要するのが普i通だった。これに用いる灰汁
は.しだCernや海岸の木から得たパリラと呼ばれる木灰
やケルプという海草灰を!原料とした。中和斉1)の殴液はバ
ターミルク，酸化 ミルク.綴やふすま ・ライ麦などを続
(2) 
1840年代のグラスゴ一周辺。
19世-紀後半、極素が発見されるまでの一般的状況。
〔出所)Aspin (74) pp.24 
図 2 木綿産地のイliの天日さらし
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多大な労働を必要とした。6)
硫厳とさらし粉をもちいた新しい漂白法では， steep-
ingでほほ完全な白さか得られるようになった。 1823年
までにテナン卜のさらし液bleachingliq uorは潔白に舟l
いられるようになり，それまで一般的であった天日さら
しのた設は.麻の場合を除き完全にすがたをけした。天
候lζ左右される天口さらしがなくなった乙とで，季節に
かかわらず一年中漂白作業を行なえるようになり，ノ同市
は従来の約3分の lの仕上げ期間で市場へ11す乙とがロJ
能となった。
上記の，漂白L程は.QY~タ ーミルクによる綬処理と.
@天臼さらしよりなるが.1754年フランシス ・ホームが.
バター ミノレクiζ代えて希疏俊の利用を提案した。乙れは
従来 5-6日を要した時Ii引を12時間1/::短縮した。また，
天日さらしにかわる化学さらしは趨素カ'スへの注目から
始まる。 1785年.フランスのベルトレかそのt:{白剤lとし
ての有効性を確認したが，革命前のフランスでは工業化
されず.1788年，ワットによってイギリスで工業化され
た。そして.極索ガスの取倣いの不使さを克服したジャ
ベノレ水(温索を7)(1ζ溶かしたj夜lC少量の生石灰と灰汁を
まぜたもの)が.178併f.lζベルトレによって考案された。
しかし，ジャベル水は依然として木灰を必要とするため.
価格面でなお問題があり，また保存がききにくーい点でも
難点があった。それを克服したのが.1799年イギリスの
テナントが発明したさらし粉である。消壬j~反と I孟~を反
応させたさらし粉は，保存や給送が容易であり，価格も
低かった。さらし粉の呼&.1立.天日きらしのための土地
や天候による制約 ・所要時間の長さなどの条件を全てと
りはらい，漂白業の立地を天臼さらしのための!こ地のあ
る地方から繊維工場のある郎市へと集中させた。7)
精練 ・洗浄というアルカリ処I:l!工段については.1764 
年，阪の使用を節約する}j法として経験的に知られてい
た灰汁iζ生石灰を加え母性化する知識にもとづき，ファ
ーガソンかfí~圧の使用を提案していたか繊維IC有害であ
るとされ将及しなかった。
ζのような織物仕仁げに関する化学技術は.酸やアノレ
カリの大Ll生産の道が閲かれるとと色iζ.近代化学技術
へと成長していった。
b 銃俊製道伎係iとそのι$.
16-7世紀には，硫酸は統黄からつくる「統貨の油J
と総懇(FeS04・7H20 )の熔焼による紛響の油の二
種と8れていたが，18世紀初級IC前者の処J;かイギリス
8) 
へ伝わった。 イギリスでの銃駿の工業的製造は， 1736 
年， J.ワードのベノレ状ガラス装置にはじまる。同装置
による製法は，16世紀後、ドから存在していたが，一固に
( 3 ) 
得られる震は少なかった。ワードが内容量150リットル
の大きなガラス製フラスコを使った乙とで生産量はmぇ.
価格も lポンドにつき.2シリング6ペンスから2シリ
ングK低下した。しかし，装慣がカ'ラスであったためよ
く破倒し書IJ高となりがちであった。したがってみ;械的iζ
工業化に成功したのは.ローパックとガーベットによる
1746年の鉛室法である。漂白業おたちは.酸敗ミルクの
代持品として硫般をひろくもちいはじめ.1820年までIC
イギリスには約40余りの硫酸工協ができた。硫般はその
ほか染色業の媒染剤の製造やさらし粉製造の歪安な原料
となったf)
その後，原照的には鉛室法lζもとずき稼々な改良がお
乙なわれた。初j切には空気補強のi1!続化(クレマン， 17 
93"f).燃焼炉と鉛宅の分離による様作の連続化 (J810
年)，水の噴務による吸収効率の上昇など，硝石の節約
を目的とした録作や構造の改革がみられる。その後.18 
20年代から原料の続賞が黄鉄鉱lζかわりはじめる。そし
て.1838年.。百貨の値上がりをきっかけにしてマスプラ
γ トは黄鉄鉱の焔焼による亜硫酸ガス発生法を採用した。10)
C.アルカリ製造技術
18世紀は.t表向ゴ憶をはじめとしてガラス ・石歯車業にも
ちいるアノレカリ原料の需要が急T;l:したl時代であった;l}
従来，草木やt毎号Eはど天然!点料によるアルカリ iζ依作し
ていたが，アルカリ;必要の高まりと16時IC燃料としての
木材需要の高まりも木灰減少に伯曜をかけたため代瞥品
開発が工業諸国のぷ題とされた。特にフランスでは.J7 
75年フランス ・アカデミ ーは海の胞からソーダを得る発
I卯ζ12000フランの'賞金をかけた。マレルベ(1774年)
が食泡を硫酸で統駿ソーダにかえ，これを木炭 ・鉄とと
もに熱してソーダの複合物を1，'1る刀法を見出した。しか
し，硫酸か高価である乙とと.純度か低かった ζとのた
め，成功とはいえなかった;2)硫般の価格に関しては，
前節で見たように.大量生産によりまもなく解決される。
そして.後る純度の点を克服したのが.1789年ルプラン
か見出した}j法である。それは，食組を硫酸で処処して
1m駿ソータをのる第一段階と.統駿ソーダを木炭および
石氏とともに強熱して炭酸ソーダ1:変える第二段階から
なる。炭酸ソーダは鋭化カルシウムその他と混合したい
わゆる黒灰であり，乙れを大量の水で、溶解，品析dせて
ソーダを得る。ノレプランのソーダ工場はフランス宿命の
渦tlK没収され(1794).その後18021flζ返却されたが、
彼は再建できず，臼殺してしまった。だか.フランスの
ソーダ産業はJレプラン法を採用する ζとにより.1814年
には年度!万トンを突破した。イギリスiとおいては.18 
1世紀末から191Lt紀初めにかけての出税の高さ(トンちり
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1ポンド， 1805年にはトン当り30ポンド)が制約となり，
その本格的発展は担税か廃止された1825年以後となった。
イギリスのノレプラン法は，1818年Il:グラスコ'ーのロッ
シュや夕、ンドナノレド，セント ・ロラックスのテナン トの
工場ではじめて係期された。しかし，工場生産として軌
道にのったのは，1823年lζ7スプラットのリパプーノレ工
場で鉛室法の硫酸工場を大規模化して以後であった。
ノレプラン法の改良は，高IJ生する笛索ガスによる公害対
策とその利用を中心として I ~世紀を通じて行われた。ゴ
ッセージの塩量産吸収培(1836年発日凡 1874年アルカリ条
例改正後.使用されはじめる)や，ディ ーコンやウェノレ
ドンによる副生境酸による塩素の製造法，硫酸ソーダ炉
の改良などで排ガスiζ対応した。また.ルフ'ラン法ソー
ダ業者たちは，熱効率の向上や労働の節約のためにいく
つかの改良も行った。すなわち，①クレマンとデルソム
による階段式やシャンクス式などの黒灰浸出糟の改良や
②回転炉の大規模化などが行われた。乙うした改良によ
ってJレプラン法ソーダ工業は，19世紀の無機化学工業の
基礎部門での一つの体系の要をなすにいたった;3}
Jレプラン法iζ代わって登場した新しいアルカリ製造法
は，アンモニア・ソーダ法である。それは， 1861年にベ
ルギーのソルヴェーによって工業化に成功したためソノレ
ヴェ一法ともよばれる。その原理となる化学反応は， 18 
1年に既にフランスのフレネノレにより発見されていた。
乙の50年後， ソノレヴェーが特許ーを得るまでの間，イギリ
スのマスプラット(1840年)やゴッセージ，ディーコン
(1853年)たちが工業化を試みているが，いずれも筏術
的困難ゆえに中止をよぎなくされていた。ソノレヴェー自
身も特許取得後， Hぁ3年の会社設立をへて1866年iζ日産
1.5トン，1872年.ソノレグェーの沈析熔の発明によ って
日産10トンを達成したという経過からも工業化を軌道に
のせる ζとの困難さがうかがわれる。機々な論者がアン
モニア ・ソーダ法の技術的困難さを侮摘しているが，そ
れは①爆発性アンモニアの鍛失を押える気密化された装
置体系の製作と.②アンモニアと炭酸カψス反応の際の大
量の熱の除去に問題があった:4}
ソノレヴェー 以外では， L.モンドのアンモニア ・ソー
ダ法iζ関する技術が重要である。モンドは， 1872年のソ
ノレヴェーの成功をみるとすぐに， 1873年ランカシャーの
ウィニントンにアンモニア・ソーダ法の工場を設立した。
同地はイギリスのいわゆるケミカル・トライアンクツレと
して知られる化学工業地帯のすぐ近くである。豊富な岩
塩鉱床，石灰鉱床.地下塩水などを利用できる立地であ
った(図3)。乙うした原料にかんする条件Il:加えて，
モンドiζ成功をもたらしたのは，彼が優れた技術力iζよ
( 4 ) 
って装置を考案し.アンモニア ・ソーダ法のコストを低
減させたからである。ソルヴェー悶織に，A.モンドも
操業開始直後から順調であったわけではない。約5年の
低迷期を経て， 1880年代にイギリスのソーダ生産の13分
の 1，1886年に3分のlと鉱大した。 1890年代にはし、く
つかの企業がアンモニア ・ソーダ法に参入したが，その
保全伎術の低さから脱議していった;5)
アメリカにおいても，1879年， w. B.コグスウェ ノレ
が， ソノレヴェー・プロセス会社を設立している。同社も
1917年イギリスのブノレナー・モンド社K参加する乙とで
技術的な連E絡を持った。
2.イギリスのアルカリ製造工業の成立と発展
内世紀のイギリスの化学工業は，石厳工業 ・ガラス工
業や織物仕上げのための殴とアルカリ製造を中心とした
重化学工業 (heaveychemical industries) Il:始まる。
特にソーダおよびさらし粉などのアルカリ生産は，1820 
年千切、ら次第iζ発展し，1850年代に大きな成長をとげた。
1868年のイギリス下院の記録によると，化学工業の資本
金は1852年に100万ポンドであったのが1865年Il:は200
万ポンドに，労働力は1863年iζ19，000人だったのが， 18 
80年代iとは40，0∞人になったとある;6}その中心的製造
法であるルフ.ラン法は1870-同80年代に最盛期をむかえ
る(図4)。硫黄から硫化鉱への原料の転換，公害の原
因となっていた黒灰残律や扇IJ生塩酸の処理法や利用法の
開発.またシャンクス式浸出槽・黒灰転炉の発明などの
生産技術の安定，さらに硫酸を自家製造しアルカリ生産
とさらし粉生産を平行させた工場のスタイルが定石した。17)
主要な工業地需としては.スコットランドのグラスゴ
一周辺.イギリス北部のタイン川下流一帯，マンチェス
ターやりパプールiζ近いランカシャー南西部のマージィ
一川流域の三つがあげられるが，各々の発展の時期は多
少ずれている(図5)。そして19世紀末にフツレナー・モ
ンド社によってソルヴェ一法の工業化が成功するまでは，
いずれもルフeラン法による生産であった。
グラスゴーを中心とするスコットランドは， 18世紀末
から19世紀初頭の化学工業の中心であった(図6)。そ
乙では18世紀末からすでに綿工業や亜麻工業が発展し，
そのための漂白剤と染料の生産のための化学工業が確立
していた。その中心は1879年.さらし粉の特許をとった
テナントのセント ・ロー ラックス工場であった(1800年
に繰業開始)。彼の工場は主な原料の硫酸を自給すると
ともに，1818年にはノレプラン法を採用し，19世紀中頃ま
でに年産l万トン以上の各極アルカリを生産するヨーロッ
パ最大のアノレカリ工場になった。テナントはさらし粉価
格も漸次~I下け1 代理底方式て・販売を鉱大してい った。
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〔出所)Ferguson (10) 
図 3 マージィ川流域化学工業地域
タイン川下流戚の発展は181 0年頃からはじまり，絞~
』腕は1850年、判ままで続く。 1816年.ζζILW.ロッシュ
によってイギリス初のルプラン法工場がつくられた。こ
の地峻では.原料温はランカシャーのチェシャーから巡
河愉送され高価であったが，そのほかの原料の石氏と石
炭は安価であったため，アルカリ価格は卜分な競争力を
もった。石炭は入手しやすし硫黄(のちに黄鉄鉱)や
石灰の愉入が容易な立地であったからである。 1820年以
降，ハノレ.ロンドン，さらにヨーロッバ大陸との取引が
鉱大し.新しい企業が次々創立されζの地域は急速に発
足長する。 19世紀下ばには， グレー ト・ ブリテン政大の化
学工業の中心地となったタイン川流域は，後iζ大|後JM司
の政府が議した愉入関税による打撃と 7 ージィ一川流主主
を中心とするランカシャーとチェシャーの生産者との競
争で敗れたことで妥湿していき，19世紀末にはJレプラン
法工業は消滅した(凶7，8)。
7ージィ一川流減の化学工業地帯は.ケミカル・トラ
イアンクツレとよばれる，セン卜 ・へリンズ.ウォリン ト
ン，ウィドニスにか乙まれた地域を中心とする。 ζζでは.
( 5 )
1823年，"<'スプラ y トかセント ・へリンズlζ大規綴鉛雫
による統酸製造をお乙なってルプラン法アルカリて湯を
開始した。しかし乙の地威では1850年代なかはまでは.
みるべき発展かなかった。それはつぎの用自による。①
原料にめぐまれなL、。②地峻K需要かなかった。なぜな
ら石験業者たちはソーダ白給のためにノレプラン法プラン
トをつくっていた。①リバプール，マンチェスターへは
速貨が高い。④排カωスの塩化水素による公3。ランカシャ
ーでのアルカ リ生産は，ソーダ灰，苛性ソーダ，さらし
粉』ζ専門化していった。それは，19山紀、I~ばまでとの地
域の化'学工業地得としての発展を妨げていた①~③の間
組ぽを克服する乙とがもたらした結果だった。すなわち，
乙乙では， ソーダの蝦焼法，:''j性ソーダやさら し粉の新
しいと七産伎術が，ノレプラン法の排ガスの処f望や昂1)生温駿
のや)mの努力をi必してうみだされた。また， ER灰妓擦の
筏留硫黄の利用の試みもなされるなど，アルカリ製品の
生姥コストを下げるための，効率的な生産方法への工夫
か絶えず行われた(図9)。
1870-1880年代はJレプラン法の段大の発展期であった
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1876年には，それまでの債権を返済し，翌年には生産規
絞を2倍にし，H渇l年Ir.は工場を拡大した。 1874年Ir.は
アンモニア ・ソーダ日産20トンであったのが.翌85年に
は60万トンと伸びていき，規模の拡大が労働コストや修
理コスト 1ζ大きくひびいた。その他，主原料となるアン
モニアをし、かに安く入手するかを工夫し， 1879年には
Scottish Iron社から溶鉱炉の副産物の利用を始めた。
ζのような経営努力によって，ブルナー・モンド社は
188昨代にはJレプラン法アルカリ製造者と張合う程となっ
た。 1881年lζは，株式公開会社となり，資本金も60万ポ
ンド.84年には150J5ポンド， 90年には300万ポンドに
増資した。乙れに平行して同社の内部留保も84年の 3万
2500ポンドから， 90年の13万200ポンドに膨らんだ。 18
97年頃からノレプラン法ソーダ会社を次々と買収し， 20世
紀政争刀にはユナイティド ・アルカリ社のー工場以外のす
べてのアンモニア ・ソーダ部門の競争会社を排除するに
し、たった。
b ユナイティド・アルカリ社の成立20)
1926年に成立した [CI 社κは 4~土が苦言加した。火薬
のノー ベノレ社，染料のブリティッシュ ・ダイスタッフ社，
アノレカリ製造を中心とする化学会社フツレナー ・モンド社
とユナイティド・アルカリ社であった。ユナイティド・
アルカリ社はそれ自身すでにノレプラン法アルカリ製造の
企業が約50社連合して成立した企業であり.成立時の18
90年においては，世界扱大の化学企業であったが，その
主要港からのアルカリ積み出し量図 5
( 5) pp. 163 
1878-96年のノレフ'ラン法工場とアンモニア・
ソーダ法工場の使用塩量
〔出所)Warren 
図4
( 6 ) 
が.その時期』ζ，モンドのウィ ニントン工場では， )レプ
ラン法を駆逐するアンモニア・ソーダ法のアルカリ生産
が1874年開始した。同社はl順調な発展をとげ1880年代末
にはイギリス全体のノレプラン法工場の生産高と帰りあう
ほどに市場を拡大していた。ノレプラン法の生産省たちは
1890年.生産者カルテルであるユナイティド ・アルカリ
社を創立してブルナー ・モンド社Ir.対抗した。
3.ルプラン法とユナイティド ・アルカリ社
a.フソレナー・モンド社の成立と経営
1872年， L.モンドはソルヴェーのベルギー ・クイエ
工場を見学し，アンモニア・ソーダ法によるソーダ製造
を卜ン当り 8シリングの使用料で契約した。そして，18 
73年J.ブルナーとともに合名会社を設立し，1870年に
購入していたWinningtonHallの土地に工場銭設を開
始した。 WinningtonHal はCheshierの岩塩鉱床地
の中心lζ位置し，石灰や石炭などアンモニア ・ソーダ法
によるソーダ製造に必要な原料に恵まれ，近くにリパプ
ーノレ港もひかえていた。 1872年12月.ソルベー ・プラン
トをスタートさせたが，なかなか工場生産は軌道Ir.のら
ず，初のソーダ灰が生産されたのは1874年の4月だった。
乙の時点においては生産性は低く，その 1年で約4，0∞
ポンドの償失を出した。その後徐々に生産はうまくゆき，
。服部:19世紀イギリス化乍労働者の状態
，. 
11:これ以外に、ダプリンに lヶ所
ペルファストに 5ヶ所あった.
ミクイン)li制
ミドルス7'ロウ
.リース
t パー ミンガム. 
o 50 100 kms 
o 50 100 ml$ 
〔出所〕アルカリ_[場慌1'1・Lfレポートより(5) pp. 
図B イギリスのノレプランjよ・アルカリ下場1865-9 
-415-
後の版lJlをみると.次第iζ窮状lζ追込まれていった。 l 湯がタイン川流域. 4工湯がスコットランド，伐りは令
C 1社成立凶前の1910年代lζは，アノレカリ生日Eはもはや {刊 に}~，.{t していた。同社の年生産高は.推定で統般70Ji
ユナイティド ・アノレカリ社の主要なものではなくなり. 卜ン.さらし粉15万トン，混(Saltdecomposed) 60万
いくつかのアルカリ工場の閉鎖が続き，最盛期の約下数 トン，苛性ソータ18万トン，ソーダ灰14万トン，結品ソ
の工場か禄働しているにすぎなかった。 ーダ14万トン，垂波書量ソーダ28万トンであり (1890)，ζ
ユナイティド・アルカリ社は1890千f.10月末iζ，40社の の他.銅 ・金 ・銀 ・リン酸肥料をつくる鏑鉱石10万ト
ルプラン法アルカリ工業の企業. 5社のJレプラン法部門 ン.少盈すつの各種化学:薬品が製造されていた。 Neil
をもっ企業，および3つの極鉱が協約を締結して創立さ Mathieson社以外は全てノレプラン法で製造していた。原
れた。 ζれらの企業は.251:士か7 ージィ川流域IC，9工 料の出は.同社のFleetwood地下海水聞なと 3ケ所の製
( 7 ) 
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図7 1882年のイギリスのアルカリ工場
生工窃からも入手したが，多くはソルト・ユニオン会社 としていた。 1880年代の不況中，Jレプラン法企業は設備j
から購入した。従業員は12.000名.化学技術者50名，資 の近代化をはかったが.効呆はなく，利潤は鼠失に転じ，
産には工場設備の他，機関車・車両・汽船なども含まれ 内部留保を食いつぶすようになった。目的年の苛性ソー
ていた。 ダとさらし粉の自発的生産調整計画が失敗したとき.よ
ユナイティド・アルカリ社の成立にあたっては.アン り強固な対策，つまり，ノレプラン法操業会社全てを含ん
モニア・ソーダ法との競争が最大のインパクトとなった だ企業合同が提案された。チャールズ ・テナント卿， K. 
といえる。ノレプラン法ソーダ工業の製造会社は.1880年 E. "<スプラット， ジョン ・ブルックら大企業6社が中
代までにア ンモニア ・ソ ーダ法企業特iζブJレナー ・モ ン 心となり，各企業へのはたらきかけがなされた。そのた
ド社との競争に困難を感じ企業合同κ救いを求めよう めさらし粉と荷性ソーダの価格か上昇し，その主な需要
( 8 ) 
服部:191町紀イギリス化学労働必の状態 ← 417-
‘Jレプラン法 u品
目アンモニ7・ソーダ法 L1.品
o .1i:解法O.品
-ユナイナィッドアルカリ札の
アンモニアソーダ法1:場
・ユナイティァドアルカリuの
ルプランi1.U品
20 
。
aハフトン
aオールドバリー
サンドノずック
? ? ?
o 50luns 
o SOmls 
〔出所)Warren (5) pp.173 
図 B イギリスのアルカリ L場:1913年
者たちの中iζ反対の動きがtlてきた。タイムズ紙はアノレ ティド ・アルカリ社は抹出ド公開会社として合録された。
カリ企業一合同"~l邸E対し . rノレプラン法はアンモニア ・ タイムス紙の。命評. 1890年のベアリング恐慌などのため
/ー ダ法と比べ時代おくれの製法で役資に値しないもの 株式公募は全く不nJ能であった乙とから.吸収された各
であるjと評した (1890年9月)。乙れに対し先の6社 社の所省吉はユナイティド ・アルカリ社の株式と社債で
の代表者たちは.乙の金業合同には価格51上げの窓凶は 支払いを受けたのであった。翌1891年資金不足から，株
なしただ技術と1m唱を向上させて統一的行惣をuJ能11: 式の公開，新株発行を行い，再度のタイムス紙の批判lζ
し.それによ って版./~t1J:fJを引下けることを目指してい もかかわらず令官R応募があった。
ると反論した。その後もルプラン法のIU式性や産業廃棄 C.ユナイティド ・アルカリ社の経営と政策
物等か問題として指摘されるなか. 1890年1fJ.ユナイ ユナイ ティド ・アルカリ社の成立時に示された趣意占
( 9 ) 
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図 9 1805-75 ソーダとさらし粉の価絡
が示していた政策一一技術と能率の向上と合理化による
コスト・ダウンーーは，ノレプラン法アノレカリ工業の救済
策とはなりえなかった。すなわち，ユナイティド ・アル
カリ社の可能なかぎりの価格切下げは行ったものの，そ
れ以上ILアルカリの価格は低下し，採算われとなってい
た。その価格水準で・ライバノレ会社フツレナ ・ー モンド社は
十分に利潤をあげて繰業していた。また，新しい競争相
手として電解法ソーダ工業の出現と岡崎に，主要な取引
先一一製紙業界 ・アメリカ向け輸IU-も，おもわしく
ない状況であった。したがって.1892年までは.純益の
上昇をみたが，そののちは，初期の半分程度の純益 (30
-40万ポンド)で.配当も90年代半lぎから無自己となった。
乙れと同時期にフツレナー・モンド社の配当率は309百とな
っていた。
ユナイティド ・アルカリ社の合建化計画も，当初の近
代化プランから能率の惑い工場の閉鎖政策へ力点が移さ
れていった。 1893年ユナイティド ・アルカリ社のブルッ
ク会長がそれを明言するとともに.1894年12月までに64
ケ所の生産設備のうち27工場が停止させられた。セント
・へリンズ，ウィドニス.ランコーンなどのある西部地
区に比べ，他の地区の方がよりきびしく切捨てられてい
った。その結巣，各地区.各工湯の生産と製品の集中が
すすんだ。さらに1899年のセント ・へリンズのー工場で
の爆発事故の結果，同地区の操業が停止され，また採算
がとれなかったタイン地区のソーター生産は1900年iζ停止
された。
技術砲についてみれば，ユナイティ ド・ アルカリ社は
ウィドニス1<:中央研究所を設立した。所長となったF.
Hunterは， ライバJレ社のブルナー・モンド社との対抗
とユナイティド・アルカリ社の少ない予算という二つの
困難をかかえていた同社において，ルプラン法の化学的
擁護者であった。つまり彼はユナイティド ・アノレカリ社の
創立昧定揖法をもちいてbサこGriesheimのChemische
Fabric Elektron A. G.のプロセスを研究したが，
コスト屈で見込みなしと結論し，ルプラン法中心の政策
を助言したのであった。 1893年プルック会長は， ζのプ
ロセスの導入の決定をしていたが. Hurterの助言lとよ
り断念した。乙れによりユナイティ ド・アルカリ社は屯
解法への参入の重要な機会をのがした。
アンモニア ・ソーダ法ではフソレナー ・モンド社がライ
バノレでー あったが， ユナイティド ・アノレカリ社自身も1890
年代半ば1<:フリートウッドでアンモニア ・ソーダプラン
卜のi逆転を開始した。乙れは，フリー卜ウッド塩町を入
手していた ζとによって原料供給が確保された乙とと，
Nei1 Mathieson社の技術が導入されたζとにより可能
となった。しかし，業績は，岩塩鉱床が深すぎ出水濃度
が低かった ζとからコストが高くなり，ブルナー ・モン
ト一社ほどILはソーダ生産量はのびてし、かなかった。ユナ
イティド・アルカリ社のスター卜時，価格引上げの意図
は否定されたが，ユナイティド ・アルカ リ社の使命のひ
とつは当然アノレカリ価格低落をくいとめることにあった
(図9)01890年までに約5096低下していたアルカリ偶絡
は，ユナイティド ・アルカリ社の出現Kより低下2容がお
だやかとなった。すなわち， フソレナー・モンド社とユナ
イティド ・アルカリ社の1891年の生産量規制J(アンモニ
ア・ソーダ;15.000トン，ソーダ灰;165.000トン以下
とする)により.10年問はソーダ灰の価格レベノレの安定
(トン当り4.5シリンク)があった。しかし，プノレナー ・
モンド社では，その価格水準で十分な利潤があったのに
対し，ユナイ ティド・アルカリ社ではそうではなかった。
乙の他 1889年iζユナイティド ・アルカリ社は，ソルヴェ
一社.ブノレナー ・モンド社との間1<:5年間のアンモニア ・
ソータ"の生産制限協約を結んだ。 1919年』とはユナイティ
ド・アJレカリ社， ブノレナー ・モンドネ土.カストナー・ケ
ノレナー ・アノレカリ会社との協約iζより，アメリカ ・カナ
ダを除く全世界への供給比率を定めた。それによれば，
ソーダ結晶がほぼ半々であるのを除けば， フツレナー ・モ
ンド社が80%余りのシェ ア1<:対し，ユナイティド ・アル
カリ社は10$彰台1<:すぎなかった。このような全般的衰返
(10) 
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のtjlで，ユナイティド ・アルカリ社はアルカリ製品から ノレプラン法の工湯では.Iif.酸製造の大規筏化，扇IJ生峰
他の製品へ，特fC硫駿を中心とする化学製品製造へ比岳 厳によるさらし粉製造.娘1灰煩焼炉の改良.原料の硫貨
を移していった。 1006年には，アノレカリ製品およひさら から長鉄鉱への転換などの点で改良がお ζなわれ.Jレプ
し粉以外fC. 硫~，酢酸. アセトス 二硫化炭素， シア ラン法の最盛期の1870-80if:代Kli.ほほ次のような工
ン化物，蛸酸.1Vlt黄などを生産していた。しかし，乙う 粍をもっていた。すなわち.(1)食犠と硫酸から疏酸ナト
した多角化にもかかわらず.同社の主要プロセスである リウム(を硝)を製造する.(2航般ナ トリウム ・石灰石 -
Jレプラン法は.労働力不足と燃料費の高見書から1910年代， 石炭から黛灰を製造する.(3));U灰を浸出して炭酸ソーダ
とくに第一次世界大戦中IC~返をよぎなくされていった。 水溶液とする， (4)黒灰浸出液(炭酸ソーダ水溶液)を漉
そして192011:10月fCは.最後のノレプラン法工場であった 絡してソーダ結品をとる。さらにそれを蝦焼してソーダ
A lhusensが閉鎖された。 灰とする。乙うした4工程iζ加え，Jレプラン法工湯の場
ユナイティド ・アルカリ社は，その成立により，イギ 合.(1)の工程で用いる硫駿を創造する王将と訓生塩般に
リスのノレプラン法の資本の85~ぢを集中し， ユナイティド よるさらし粉製造工程をもっていたと考えてよL、。図10
・アルカリ社成立以前には決して応じようとしなかった は. 1880年代のノレプラン法アルカリ工場である。
プルナー・モンド社の価絡およびシェア協定への参加を
日'JIiをにした。しかし，ζ うした資本の集中や独占体とし
ての政策も， その生産技術水準むしろ生産方法それI~I{本
の旧弊さが原因である生産コスト高を兎服する乙とはで
きなかった。同社成立期の頃からの内外での競争の激化
，;tアンモニア・ソータ。法企業ゃi1i解法アルカリ企業の台
Jl]Iによるものであり，それらの製法は線本的ICJレプラン
法にまさっていたのである。 IC I社への合併直前には.
大1jí~ 1ζ よる好況で業績は一時的に回復していたものの，
その時点では.ユナイティド ・アノレカリ社lζはもはやノレ
プラン法式の工湯は廃止されていた。それらは，アンモ
ニア ・ソーダ法あるいは屯解法アルカリ製造にとってか
わられ.アノレカリ以外の製品が主要なものとなりつつあ
っfこ。
ノレプラン法においては.食砲の塩素分を塩酸 ・さらし
粉・持包索E費上位として利用しうる点がその工湯の多角化を
uJ能ICし，Jレプラン法企業としてのユナイティド ・アル
カリ社を延命させた。 Jレプラン法臼体はソノレウ'ェ一法と
の対抗上，符々の改良をかさね技術的に向上したが.工
程の復雑さや労働力と燃料が多く必要であることから生
広コストは高くなりがちであった。アンモニア ・ソータ
法 ・電解法は.原材料が間体でなく液体であり，工粍か
ノレプラン法とltべ簡単であった点、がコスト而iζ反映して
優勢となっていった。
日 ルプラン法工場の工程と労働
1.工程とそこでの労働22)
181世紀から19世紀にかけてイギリス繊維産業.特IC綿
工業は鉱大傾向にあり，それにともなって織物の漂白仕
上げに用いられる硫酸，ソーダ，さらし粉などの需要は
伸びていった。乙うした状況が，酸とアルカりを製品5す
るノレプラン法アルカリ工業を発展させた。
(11'.所)Warren (5) pp.42 
図10 ノレプラン法プロ セスの工場の風足ー :1880年
ごろのSt.Rolox C場
以 F，1880-90年代のルプラン法アルカリ工場Iζおい
て採用Eされていた技術と装inを紹介しながら，各工程の
労働の状態をあきらかにしていく。
a 硫酸製造日望
銃酸は，19t1t紀中頃までは.シシリー島の続賞と鏑石
を原料とし.ローバックの鉛筆法が採用されていた。 18
38年の硫黄のお勝(1卜ンあたり 5ポンドから14ポンド
IC)κより，マス プラッ トは.31.鉄鉱の熔焼により亜硫
酸カスを発生させる }j法を採m し一般化した。乙の~
鉄鉱をくだく{士'J1はstonenobellersまたはhandbell
ringersとよばれ.野外IζおL、てひたすら石をくだく段
低の市労働であった。 彼等は"1ミ滑りとはいえないがかな
りの作.配で，多くの省はかつてアルカリ工湯で働いてい
た人々であった。長年のアルカリ工場での労働のため，
彼ちは幽は按けおち.ぜんそくもちでなかばめくらであ
り，赦貧院行きの一歩手前の状態であった。賃金は出来
高制で， 1トンあたり 8ペンスで，よく稼ぐ者で週に13
シリング，普遁はせいぜい8シリング忙しかならなかっ
???， ， ， ? 、
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c 23) 
， ~。
硫酸製造の初期には直後鉛室のなかで硫黄を燃焼させ
て唖硫酸ガスを発生させていたが.19世紀半ばには.1o1i.
tfI.ゃtfI.鉄鉱の倍焼炉は鉛室と切離して設置されパイ プで
ガスを鉛窒』ζ導くようになった。鉛室内においてガスを
吸収させ硫俊となる水は水蒸気としてボイラーからノズ
ルを通じて鉛室内iζ噴怨された。 ζ うして生成した硫駿
は凝縮されて鉛室の底部iζ集められる乙とによりどl!統的
に硫酸製造がおζなわれた。
乙こで働く労働者は，当時のほとんどの化学労働者と
問機に賃金水準は比較的よいが苛酷な労働条件にある。
目白1労働者dayworkerの湯合.月曜から金曜まで毎日平
均14時間働き，七曜さえも午後1[時から日曜の朝8時ま
で働かねばならない。乙の工程で働くものは，発生する
亜硫酸ガスで肺を悪くする。また，よく整備されてない
工局内では.柵の設けてない般の槽の中に誤って落ちて
死ぬ者も少なくなかった。そうした湯合，たいてい何百
人もの仲間が為すすべもなく見守る中でゆっくりと死ん
24) でいくしかなかった。
b さらし粉製造工程
191立紀中頃にはイギリス綿工業の鉱大iζともなうアル
カリ符要の増加の一方て'1865年のアルカリ条例列立，深
刻な公害を引きお乙しつつあったノレプラン法アルカリ工
場からの塩素カ。スの大気放出を規制した。 大気汚染防止
のために，廃ガス(おもに盗梁カ'ス)を向流・吸収させ
て廃ガス中の極酸ガス浪度を低下させ， 同時に~酸をí.!J
るゴッセージ・コークス充興吸収塔や，硫酸ソー ダ炉ー の
改良がおζなわれた。しかし.とう して得られた混酸は
使いみちのないまま川IC流されたため，大気汚染が河川
汚染におき換えられただけであった。
さらに1874年アルカリ条例の改正により鹿索ガス政/B
と副生組酸の河川放i況による公害か厳しく取締まられる
状況で，題索ガ「スからの盗酸をさらし:粉製造のための.II，J
業製造寸I閲する動きが高まった。これはウェノレドン法.
デPィーコン法iζより実用化されソーダとさらし粉は不可
分の関係となった。
直接lζ趨事長ガスを発生させるには.食壌にて般化マン
ガンを混合して鋳鉄製の鍋ILいれ，乙れIC備酸 (濃疏般
:水を1: 2の比率で混ぜたもの)を注ぎ，鍋の下から
加熱する。担塩酸からの塩采製造は，極駿を二酸化マンガ
ンにより酸化させる ζとで得られる。扇IJ生品の塩酸の酸
化による塩索製造法は，ウェノレドンとティーコンによっ
26) て別々の方法で解決された。
ζ うして生産された糧事伝カスはさらし粉生産のための
方形または円筒形の大きな室内で消石灰と反応させさら
(12) 
し粉とする。室chamberは，鉛板製か，またはアスファ
ノレトか他の耐酸ペイントで内かべを塗ってあったf7)操
作は一回毎K中止し非連続である。消石氏は室内の床面
上に約10センチのj立さIC徹かれ.温;tガスとの接触面を
大きくするためぷ面IC畝をつくる。塩素ガスを宅内lζ通
すと，重い溢索ガ「スは床面』ζ沈み消石灰に吸収され，反
応熱により室温は上昇してし、く。 450C以上になると.次
亜塩素酸出は忠誠ミ酸出にかわるため冷却して450C以下に
保つ。反応、の進行とともに出索の吸収は次第におそくな
る。吸収の終わった鉛室は塩素ガスの導入を停止して誘
閉し12時間放Iriする。乙うして十分IC塩業の吸収をおζ
なわせたのち.乾燥空気を送って過剰な塩業ガスを追出
す。製品は鉛室の中央の取出し口から排出して，鉛室の
下で粉砕し木箱 (45kg)または鋼板製のドラム缶(180
kg)につめる。消石灰の仕込みから製品イ1:r.げまで約2
28) 
日聞を要した。
乙れに従事するおはlime-menまたはmiller29)とよはれ，
営通， 7人の組gangて・作業した:0)温索カ'スのφのため
20分間の作業ののち 2-3分休憩をとり，夜14時間.昼
7時間の2シフ トである。 鉛室へ消石灰を運び込み.反
応後取出す作業であるが.45cCという耐えがたい反応熱
と塩素ガ‘スのなかで，石灰やさらし粉が皮膚IC付析し火
傷となるのを防ぐための重い装備を身につけて作業せね
ばならない (図11)。まず有害な塩索ガスとさらし粉の
粉塵particlieの中で作業するため，呼吸を低保するた
めフランネJレの布を20-40枚重ねたマスクmuzzleを口に
あてて， 自にはゴーグノレをつける。また，火イ拐を防ぐた
め分厚いシャツやズボンを身につけ頭はpuddingbagと
よばれる袋状の布でしばりあげる。そ して.たとえさら
し粉が皮膚についても決して水洗いせず油ではきと り紙
でぬぐうだけである。鉛室外でζの装備をみても窒息し
そうであるが，作業中はさらに，むきだしの鼻から息を
吸いマスクでf襲われた口から吐出すという呼吸法をと ら
ねばならない。従って馴れても呼吸するのは難しいため，
どうしでもある粍皮の頃索ガスを吸込んでしまう。さら
し粉のタノレ詰めに従4βするpowder-packerも同級の作業
条件であった。 いずれもカヌと高熱と§らし粉の粉塵の
ためか，顔色は赤紫く，鼻は土色， 目は腫れあがってい
た。 彼等のシャツは.わずか2・3日でほろほろとなっ
fこ:1〉
乙う した労働条件と軍労働であったため，屈強な者の
みが耐えられ.40放すぎたら使いものにならない仕事で
あった。屈強なものたちのみが従事していたにもかかわ
らず，多くの労働者は健康をそ乙ない，思案カ“スlζやら
れる事故も多かった。もれた極素ガスを吸込めば2-3
服部 :19世紀イギリス化学労働者の状態 -421-
きY""'SI (59) pp. 50 
図1 さらし粉たるつめ工powderpackerの服装
時間で死ぬのが普通であった。単lζ気絶したときでも 2
-31時!日!ときκは2-3日も起仁がれなかった(以12.
13)。そして，たとえガスでやられ倒れても気付け薬と
してブランデーかウイスキーが与えられるにすぎなかっ
たし，事政で手足を失っても何の補償もなかった。せい
ぜい，者 Fの一時金が与えられるだけで，結局は数貧院
32) 
work houselC送込まれた。
円 33)C.ソー夕、製造工伝
(1)硫厳ナトリウム製造工程
食混と硫酸から硫酸ナトリウムを作るL程は，一二段階
の反応が手突7 ッフノレ炉でお乙なわれ，大量の出家'ガス
を発生する(凶14)。第一段階は比較的低温で，
NaCl + H2S04→ NaHS04 + HCI 
以上のような反応が，炉の鋳鉄製の、i乙鍋の部分におい
てお乙なわれる。第二段階は700-800<Cの赤熱程度で
次の反応が，
Cl3l 
〔出所)Sherard (59) pp. 53 
図12 さらし粉のタルつめ労働
"I.AI); 1¥'・，JWGt;u. 
〔出所)Sherard (59) pp.50 
図13 権素ガスの犠牲者・
NaCl + NaHS04→ Na2S04 + HCl 
耐火レンガrの"7.yフノレ炉でお乙なわれる。
ζの工短は，原料の投入，かくはん，取出し，そして
平鍋から"7'yフノレ炉への移動はすべて人の手によってな
される。灼熱の炉の前に lシフトの8時間のあいだ，ほ
とんど句ずっと立ちっぱなしで56ポントもの毛ーさの鉄製の
-422- 社会福経学
a 火床 b マッフル炉 c 鋳鉄鍋 d.e.f 煙道，
g. 原料投入f畳枠および取出n， h. ~孟被ガス山口 干搾卓
〔出所〕曹達晒粉工業会 (82)pp.38 
図14 硫酸ナトリウム手焚マッフル炉
棒で，炉の中lζ溶けている塩をひろげ，ひっくりかえし，
塩素ガスが出きった後それをかきだす。炎熱の中での作
業のため，絶えず汗をかき何時も2本のタオノレを用意し
交互に使わねばならなし、。休憩時間もほとんどないのが
普通であり，食事も立ったまま犬のようにガツガツ食べ
ねばならなかった。もっとも.ガスのためκ気分が悪く
空腹感も覚えなかった。彼等は.t伝紫カvスを吸い ζむと
とは. rまるで生石灰と煮え湯を同時に飲込むようだj
と述べ乙うした「誰一人として安全なものはない」作
業環境IC慣れるには「ひたすらガスを吸込むζとさ」と
いう。彼らはsalt-cakemanとよばれ，絶えず塩素カザス
にさらされているため，職について l年たらずという短
期間のうちに歯をいためたり呼吸器系の病気にかかった。
彼等の歯ははじめ黒いスタンプ状ICおかされ，やがて赤
ん坊の食べるようなパンがゆさえも食べにくくなり，つ
いにはまったく抜けおちてしまう。 sa1t-cakemanはそ
の歯のせいですぐK見分けがつくほどだった。そのうえ
次第iζ胃も弱って固い物をうけつけなくなるため，彼等
はパンの白く柔らかい部分か牛乳や卵しか食べられなく
なるため余計に食費がかかった。それを証明するように，
工場の床にはパンの堅い外側の部分が捨てられていたと
いう。セント ・へリンズのあるsalt-cakemanは.18年
間で歯はすっかり全てなくなってしまったア)
彼等は，忙しいときは何週間も日曜もクリスマスもな
いほどに働き続けなければならない一方，何週間何ヶ月
もひまなときがあったが，出来高信IJ賃金piece-workで週
あたり平均24シリングあった。 稼げるときにできる限り
働かねば収入がへるため，解雇されるか救貧院に行くほ
(14) 
かなくなるまで自分の時間などないと思って日曜も休ま
• 35) 
ず働き続けたといっ。
(2) 黒灰製造工程
(1)の工程でつくられた硫酸ナトリウム，石灰石，石炭
を.100: 1・50の割合で混合し反射炉で900-9500C
で熔融して僚はんして黒灰を製造する。
Na2S04 + 2 C→ 2 Na2S +2 C02 ・..①
Na2S +CaC03→ NaC03 + CaS ....@ 
CaC03十 C→ CaO+ 2 C02 ・ー ーーーー ③
この三段階の反応が，初期には手焚式の反射炉で，後に
は上下二段のギャンフソレ式開閉炉で，①は炉の上段で
7000Cで，②と③は下段で10000Cでお乙なわれた (図
15)。三つの原料の混合物を炉内の上段の床IC装入し，
a.焚口 b.炉床 c.mi料投入口
d. 蒸発鍋 e 作業務f. i'過器
〔出所〕曹達晒粉工業会 (82)pp.42 
図15 ソーダ黒灰手焚炉
乙の過程で内容物は適度』ζ撹はんされねばならない。炉
の焔の色がナトリウム塩の黄色になったら加熱をやめ焼
成物を炉から取出すア)
乙の工程の労働は，炉への原料の投入と絶えず内容物
を鍛はんし，炉からの焼成物の取出しを行う乙とであり，
それに従事する者はmlxerとよばれた。 1870年代までは，
手炊きの反射炉が用いられていた:7}そのため焼成の時
間や炎の色などによって焼けかたを判断する ζとがmix-
erの熟練として要求された。回転炉38);O{1870年頃から導
入されてからは，炉への原料の投入と黒灰の取出しをす
るのがmlxerとなった(図16)。普通. 2人で lつの手
押し車bogeyを押し.硫酸ナトリウムの炉から反射炉や
回転炉への200ヤード程を.50cwt (約25∞kg)の重さ
の混合した原材料を一日Iζ約1往復して運び.3シリン
服部:19世紀イギリス化学労働者の状態 -423-
〔出所)Oick (38) pp. 3 
図16 ソーダ黒灰回転炉，ウィドニス
のアルカリ工場の様子
乙の工程は初期にはもっぱら人力によっていたが，
1870年代頃からは，入手を少しでも省きしかも浸出効率
を高めるために.さまざまな浸出槽が考案された。
黒灰浸出液をとった後には沈澱糟の中』ζ残浮が残る。
乙れには多くの硫黄分を含んでいたが1860年代までは取
出す技術がなかったためそのまま産業廃棄物として野外
l乙捨てられた。その:Qは生産された炭酸ソーダと同じく
らいあり，空気中で分解して有毒な硫化水素や亜硫酸カe
スを生じた。また，雨水て、溶けて下水や河川を汚染し，
アルカリ工場のある地域を境索ガスとともに汚染した?
公害規制lがきびしくなるにつれて，黒灰残擦は，海中や
廃坑lζ捨てられるようになり，同時lζ含まれる硫黄を回
収してノレプラン法のコスト・ダウンを図る努力がなされ
fこ:l)
グ9ペンスの賃金だった。 (4) 浸出液の濃縮
(3) 黒灰浸出工程 反:1:1された液は，炭酸ソー ダ17-23%.苛性ソーダ3
(2)による黒灰を600CfC冷却したうえ，浸出槽で向流で -6%.硫化ナトリウム2-3%を含む。この液はコ一
連続して浸出したア} クスを充損した峰へ流されたうえ，沈澱糟』ζ1留められ.
2CaS + 2 H20 :; Ca(OH)2 + Ca(OH)2 そのうわずみ液が小舟型鍋で煮詰められた。乙うして
析l甘された炭駿ナトリウム結晶(Na2C03・H20)を鉄
Ca(OH)2+ Na2C03= CaC03+ 2NaOH 製のしゃくしですくいあげ，反射炉で椴焼しソ ータ灰と
CaS + Na2C03 = NaS + CaC03 した。苛性ソーダかかなり結品中iζ含有される湯合iζは.
乙の工程では.iJi大の100-150kgの黒氏の塊を浸:1:1糟 鋸屑をまぜてかきまわし赤熱する。そうすると鋸屑は完
まで通ぶ作業をするのがvatmenてある。一つの浸出精 全に燃焼して常性ソ ー夕、が炭酸ナトリウムに変化する。
をいっぱいにするには手抑し車40台分もの黒灰を巡ばな これに従事する労働者はfinisherといわれたJ3}高熱の
くてはならない。大体2人のvatmanでl自に11-18時 ガスが充満した笥酷な労働環境のため，労働者たちは.
間作業し. 3つの浸出砲をいっぱいICする。賃金はlつ いつも疲れ.のとの渇きをおほえていた。そして疲労感
の浸:-1:1僧あたり 2シリング8ペンスであった。当時のあ や倦怠感を乙まかすために.朝起きると酒を一杯飲まね
る工場見学者によると. vat menたちはのろのろとわび ば朝食も喉を通らない有様だったという。
しいようすで作業し.最も哀れな様子だったという(図 黒灰浸出液から結晶ソーダをとり.さらに綴燐してソ
17)。 ータ灰とする乙の工程は1880年代からテレン ・パンとい
う装慌で連続的に処理されるようになった。
〔出所〕シンカ。一 (85)pp.194 
図11 黒灰浸出工程の労働
(15) 
主主留した母液はさらに煮つめ苛性ソーダとした。乙れ
も，危険な労働で，飛散るソーダで火傷したり目をいた
めたりしたという 44)(図18)0 1845年にセント ・ロラッ
クスで始められたこの製法は， 19世紀半ばまでは苛性ソ
ーダの符要はなかったため工業的規模で生定される乙と
は少なかった。 しかし，次第に石鹸工場や製紙工場から
関心が高まるとともに，アカネlζかわる赤色の合成染料
であるアリザリン製造工場からも需要がお乙ったため供
給が追いつかないほどとなった。
2.労働政策と労働者の状態
2 ~立でみてきたように yレプラン法のもとでの労働者の
状態は，白人奴隷whiteslavesとよばれるほどに非常に
苛酷な苦汗労働であった。アノレカリ労働者についての当
-424- 社会福祉学
〔出所)Sherard (59) pp. 53 
図18 苛性ソーダのかま
時の資料lζよれば，彼等は不健燥な職場で長時間労働iζ
従'1Jしていた。工場の炉や煙突あるいは汽車の煤煙によ
る大気汚染がひどく生活環境も悪かったという。化学工
業郎市の一つセント・へリンズでは，アルカリ工峨から
の邸紫ガスなどの有毒カスによって草木や作物は佑れは
て荒涼とした風景ーとなり.風が吹くと悪臭がながれた。
人口は多くても自につくのは子供ばかりで全体に短命で
あった。しかし，乙のような公言の中κ住むのは労働者
階級ばかりで，化学工湯の経営者たちは工場から速く離
れた，空気のよい効外に住んでいた。
一般に当時の化学工場は，品~~と 100-1200C以 tの
高温で，濃い酸やアノレカリ，ガス，石灰の粉塵などに満
ちていた。石灰と酸が皮膚を火傷させ傷付け歯と歯ぐき
を腐らせる。致死性のガスと刺激性のほ乙りが肺を冒し
喉をいためた。シャツは背中がぼろぼろとなり，木製の
くつも数日でだめになる。化学工場の労働環筑のひどさ
は， 1893年の化学工場調査委員会でもアルカリ工場鮫管
官や有識者らによって克明に報告されている。職場で労
働者が取倣ったり生産する酸やアルカリは，労働者の体
をさまざまなかたちで冒しており，それを彼等は自覚し
ていた。あるアルカリ労働者は， i自分が死んだら旬か
らソーダがとれる」と冗談をいうほどだった。
ζ うした労働環境の中で労働省たちは強い酒を飲んで
は.その緊強と苦痛をごまかしながら働いた。あるsalt-
cake manは，1臼κ20-30バイン卜(10-15リyトノレ)
の湖を飲まないと仕事ができないと証言している。
ζのような労働を週に72-84時間続けていると寿命は
(16) 
短く，最年長者でも40才くらいである。ある医師によれ
ば，化学労働者は働けなくなると首を切られるため死亡
率は低い。しかし，ほとんどの者が，カ。スのため気管が
やられ，ぜんそくや気管支炎となっていた。食事が喉lL
通らなし、からとか飲まずに仕事ができないとかの殴白か
らの過度の飲酒習慣も彼等の健康をそ乙ねていたという。
化学工業鶴市の救貧院は収容者の25%が化学工場からの
ものたちだった。彼等は.化学工場での臓業病や怪我や
事故による防警に何等の補償もなされず，働けなくなっ
たためそとに送り ζまれたのだった。それほどに体を損
うまで働き続けるのは他の喰lL着く見込みがなし、からだ
った。ほんのわずかな例を除けば，多くの化学工場の経
営者たちはひたすら持取する労働政策をと っていた。 ζ
うしたノレプラン法アルカリ労働者の状態はダンテの地獄
よりひどいと評する人もいた。
ノレフー ラン法アノレカリ製造は.1870年代に発展した。そ
して.1880年代には1873年iと操業開始しそのζろには順
調lζ生産を伸ばしていたブルナー ・モンド社のアンモニ
ア・ソーダ法と強り合わなりればならなかった。乙うし
た中でさまざまな生産方法の改良がなされたとはいって
も.ノレプラン法アノレカリ工場での労働の状態は苛酷なち
のであったといえる。
m アンモニア・ソーダ法アルカリ工場の工程と
労働
1 _工程とそこでの労働
a アンモニア ・ソーダt去による工程
さまざまな論者がアンモニア ・ソーダ法の技術的困難
さを指摘しているが，それは①鐸発性アンモニアの街失
を押える気密化された装置体系の製作と，②アンモニア
と炭酸ガス反応の際の大量の熱の除去IC:問題があった。
アンモニア ・ソーダ法の反応と工程は次のとおりであ
る。
NaCl + NH4C03→ NaHC03 + NH4Cl 
2 NaHC03→ Na2C03 + H20 + C02 
乙の反応は.工搾としては，①アンモニア・食域水の
製造，②アンモニア ・食塩水の炭酸化，③fI1t'i(炭酸水
梁ナ トリウム)の分離，@重曹の蝦焼，⑤母液からのア
ンモニアの回収および廃液の処理lζ分れる。主原料であ
る食復水は，岩庖 ・海騒を溶かして作るため，含まれて
いるマグネシウム題化物やカルシウム塩化物などを除い
たのち，アンモニア飽充塩て-炭酸力。スを含むアンモニア
を飽充させ.60.Cでlリットノレ中に食組250-260g • 
アンモニア75-85g，炭酸ガス40-45g K調整する
(図19)。これは.水蒸気の発生過剰lや NH4C03の結晶
服部 :19世紀イギリス化学労働者の状態
???
?
?? ? ?
ソノレヴェー塔
(平面i~)
Cogs¥¥'宅1式冷却総
〔出所〕 曹達晒粉同業会 (82)pp. 55，岩瀬 (81)p 249 
図19ソノレウeエーの沈析I苔tその部分Cogswel式冷却器
(炭酸塔)
による塁手管閉塞を避けるためlζ，アンモニアガスの温度
(68-75eC)と.食極水の損度 (600C以下)をきびしく
制御する乙とで可能となる。また，反応を効果的1<:行う
ためにはアンモニア ・カス分圧の制御，アンモニアガス
盈の制御も必要になる。①;炭酸化による重暫の析出反
応は.重曹煩焼炉と石灰炉(図20)から出てくる炭酸ガ.
スをアンモニア塩水と反応させるといったものである。
乙の反応は発熱反応である。 38-40eCが析出する炭酸水
素ナ トリウムの量が最も多いが，装計の停止の頻度など
を考慮して，f1通，アンモニア塩水の温度は30eCに保た
れている。 ① ;折山し炭重量ナトリウムを母液より分離す
るには.まずろ過したのちに，重'l.!i沈搬を少量ずつ7)<で
洗い，母液と穏化アンモニウムを除く。乙のとき洗浄が
十分でないと蝦焼の際.逆反応、がお乙ってしまう。④;
重告は蝦焼炉で500-600eC1<:焼きソーダ灰にする。
乙のとき炉への雪普の婦人と， ソーダ灰の排出は炉内
のカdスがもれないように設備しなくてはならない。また
重lgは炉内でかたまりとなりやすいため均等な加熱が妨
げられないようにたえず智窓しなくてはならなし、。①の
工程で生じた母液と洗浄液は，アンモニア蒸留装前(図
21)をもちいてアンモニア回収をおこなって，①工程で
再利用する。また.残液iζは多量の塩化カルシウムと食
塩を含むので，さらに石灰泥を沈降させて食績を析出し
おき12.9m
l付筏 2.lm
ニれは、 508kgの石]:1<石に対 L
SO.8kgのコークスを必要とした
〔出所〕シンカ、ー (86)pp. 188 
図20 アンモニア・ソーダ法における二酸化炭素
製造用のシュライブ吉宗 (石灰炉)
て再利用する。
乙のように.アンモニア ・ソーダ法の工場では，食温
水とアンモニア・カスや炭酸ガスを反応させるため，高
い他物の段高部』ζ塩水を汲みあげ，重力によって流下す
る聞に録作を行う。したがって装置体系はパイプKよっ
て連結され，ポンプによって操作される。また，反応が
ノレプラン法に比べ低温で進行するため燃料費は少なく ，
アンモニアも回収され循潔使用されるため効率よしし
たがってコス卜も低し、。ソータ灰の品質もよし、。しかし，
アンモニア ・ソーダ法は，実際Kは石灰は少なくとも50
%過剰に，また100kgの炭骸ソーダにつき65kgの食庖を
過剰に使わねばならないという。ゆえに，生産効率を高
水準1<:保ちうる保全技術と，石灰，食壊などの原料使用
量とその価格が，ソーダのコストを大きく左右する ζと
(17) 
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b:人孔 I書内に fHI し t~11 コウを
悌除するため
i官i~ 20-27m 
直径 2.S-3m 
〔資料出所〕岩瀬 (81)pp. 253 
図21 モンドの塔式アンモニア蒸留装置
法』ζ比べて燃料費が安いばかりでなく工場内の温度もた
えがたいほどは高温Kはならなかった。工場内κはたら
く労働者たちは，主IC:::装置の運転と保全lζ従事する乙と
iζなっていたと身えられる。主な保全作業としては，反
応の効率低下をまねく，沈析塔やバイプ等の装i'ilζ付-Lr
したm習などの擁を取除く清掃であった。しかし.ブル
ナー・モンド社のアンモニア ・ソーダ法の工場であるウィ
ニントン工場での労働は，履われていた労働者たちが他
社の化'学工湯労働者たちから羨ましがられたとは言って
も，決して軽い労働とはし、えなかった。 24時間述絞操業
のため，昼間勤務と夜勤の2シフトで，各週末の交答1寺
には休みなしの24時間勤務もあった。
アンモニア・ ソーダ法工程46)1C:::，まいくつかの職務があ
ったが，最懇と怠れていたのは， さきの②の工程の蒸1問
答へ送るための炭酸カ、スを水lζ混入したmilkof limeを
つくるmilkylime departmentであった。乙乙では， il 
い鉄製の手押し車で熱く焼けた石灰を炉まで巡んで投入
する作業が12時間シフトで行われ，その上.決まった食
事の休憩時間はなく各自がやり繰りしてとるしかなかっ
た。熱した石灰からのガスで気分が懇くなり.相当な重
労働のため.本当に屈強なもののみができる仕事とされ
ていた。そんな人達でも 2-3ヶ月がせいぜいで，とき
には l日でやめるものもいたという。塩化アンモニウム
を凶収するfilteringroom部門では，宅気がひどくアン
モニアをふくみ.熱気のため皆シャツを脱いで燥で作業
する。蒸溜洛部門ではアンモニアの発煙で窒息しそうだ
った。炭酸水紫ナ トリ ウムを焼く蝦焼炉を逆転するfur-
nace menは食事休憩なしでひどい熱気の中で働くため，
l 年も働くと顔も体も腕もひどい火傷状となっている。
炭酸ガスを発生させるlimekilnは野外てーの作業で，そ
になる。 れに従事するlime-pickerたちは，熱し、かまkilnの底か
b プルナー・モンド社のアンモニア・ソーダ法工程 ら分解した石灰宕のかけらを取除いたり，コークスや石
と労働 灰岩の入ったパスケットを運んだり主誌に役人したりする。
アンモニア ・ソーダ法の技術と工粍については前項の 2.プルナー・モンド社の労働政策
とおりである。 19世紀のイギリスでアンモニア ・ソーダ ζ うした作業に従事するウィニントン工場の労働者は
法の工程の労働について述べる ζとは.そのままブノレナ こく初期iζは600人ほどで，ほとんどがウィドニス出身
一・モンド社のアルカリ生産装慣と労働の状態をえがく で，ウィニントン工湯の周辺地域の出鉱山労働省はとく
ことになる。同社は19世紀イギリスでのほとんど唯一の 短期に雇用されるだけであった。しかし，1890年代の問
アンモニア ・ソーダ法によるアルカリ工場であると言え 地犠の復業不況のため多くの極坑が閉鎖され，寝業労働
るからである:5}アンモニア ・ソーダ法の工場で‘はノル 者たちはフソレナー・モンド社に雇われざるをえなくなっ
ヴェーの沈析培やアンモニア蒸溜浴.ill炭酸ソーダの蝦 た。そのためブノレナー ・モンド社はノースウイツチ地峡
焼装i~などの装肉体系がパイプで述結されて連続して反 の泌用の3/4を占める庖用主となり.同地核はカンバ
応が行われているため.Iレプラン法のようK重い原料を， ニータウン化していった。その結集.労働者たちの忠誠
人が巡んだり装白に投入する作業は少なL、。反応の温度 を容易に得て，初期の制裁や見せしめ解雇などによる労
も重自蝦焼炉以外はω℃前後で進行するため.Iレプラン 働者にたいする規制は次第に不必要となってい った。そ
(18) 
服部:19位紀イギリス化学労働者の状態 -427一
れにともない，ブJレナー ・モンド社の労働政策も.より ある。
洗練された間接的なものとなっていった:7) 休暇制度保仰ともカ〉かわらず，長時間労働が原肉とな
フツレナー ・モンド社ウィニントン工t易保業開始の頃の っての不服の'IJ放がおζ っていた。そ乙で，1889年末に
労働条件は.ほほ当時のイギリス化学工業の一般的的判 は，シフト労働時間の短縮が検aばされ実胞された。それ
に幣じていた。すなわち位佼二交替シフトの辿続操業で. は，シフト労働に対する支払b、を10%削減し.シフト愛
適当りの労働時間は57-84時間であった。シフト労働者 民を少なくする乙とと引停えに8時間の三交持制lを司入
の湯合，昼間シフトは1時間，夜間シフトは13時間で. する乙とだった。
時間質ょ担4ペンス.週当りの、手均収入額は28シリングだっ フソレナー ・モンド社が自由にほ朋を選択できる状況が
た。昼間労働者dayworkerli，週6日労働で，月曜から 生じていたJ899年には，年金制導入を珂自に30級以 kの
金昭は午前6時から午後5時30分まで，J二曜は午後5持 者を雇用しない万針を決定した:0)また，若年労働者の
まで働き，上曜以外は初分の朝食時間と l時間の昼休み 採用条件に学校の成績や出席率の制限も加えた:1)乙う
が与えられた。彼等の週当りの平均収入額は20シリング した政策』ζより多くの人数でなく精選された労働者をあ
であった。乙のような労働条件で働いていたのは，いわ つめ，彼等は長く勤続するとともiζ/ースウィッチでは
ゆるlabouringjobl乙携わるイミ熟練労働おー たちであったJ8) 代々 ブノレナー ・モンド社に勤務するものたちがででき
彼等は20世紀の化学E湯ではオペレーターとよばれ.そ た:2)
ζでの労働者の主要部分を形成しているが， 19世紀のル
プラン法アルカリ化学工弱でも職務jobの80%は乙うし
たlabouringjobであり.多くの湯合.組作業として請
負い街IJがとられていた。このような粍間労働者とシフト
労働省以外に工湯保全のみを行うfiterなどの熟練工た
ちも働いていた。
フソレナー ・モンド社のアンモニア ・ソーダ法のプロセ
ススタート時の1870年代は，長時間労働で労働者たちは
過労状態にあった。特iζシフト労働者はけがや疲労感を
覚えるものが多く ，それをまぎらして働くためK飲酒や
麻薬を常習するものが後をたたず，それゆえ犯罪を犯す
ものさえでてきた。このとき.経包.(!jのモンド自身も，
主な技術省として労働{fたちと共にプロセス逆転を軌道
にのせるため工場に寝泊りし続けて働いていた。それゆ
え，モンドは特tζ長時間労働の弊害を身をもって実感し
改善iζふみきった。それは，年iζ1週間lの有給休暇をう
えることと.8時間交轡の3シフ ト市1)の導入であった
:9)
1884年に始まった有給<:8桜井計l度は， 12ヶJl間毘由のな
い遅刻をしなかっ者1:.年間 1週間の休みを与え，その
問lの白-金も保証すると定めた。最初jの勾二は.規定の病気
なと‘の欠勤を除き，育jt，存可の欠勤が10日以内の省，従業
員の約42~ちが与えられたが， 翌年からはさらに増加して
いった。 1902年にこれに加え 1週間分の賃金を上乗せす
るgiftweek制度が採られたときには.ほとんど全日の
労働者が有給休暇をとる1:，、たった。モンドは，頑聞で
反抗的，酒のみで怠け者で無教養なのが一般的であると
されていた当時の化学労働首を雇って.アンモニア ・ソ
ーダ法工場操業を成功させるためiζは.彼等1:正しい労
働規律を身につけさせる必要を感じていた。プノレナ一 ・
モンド社において.有給休暇箭1)はその契機となったので
(19) 
おわりに
以上の分析から.アンモニア ・ソーダ法のて湯の労働
も，けして今日の化学プラントのように計笈化され臼動
化容れた3室内のもとでの労働内容ではない乙とがあきら
かとなった。あまりにひどいルプラン法アルカリ工場の
労働よりはアンモニア ・ソーダ法工湯の労働のほうがま
しであったにすぎず，やはりかなりの厳しい労働環境で
あった。そうであったブルナー ・モンド社がなぜ独自の
労働政策をとる乙とが可能となったかは次のようは.flM白
が毎えられる。①ノレプラン法よりアンモニア ・ソータ法
の万が技術的工業的iζ優れているため低コストでの生産
が可能。それゆえに労働省κも還えできる42かな手1);倒を
実現できた。ゆアンモニア・ソーダ法の装置巡転の技術
やノウ ・ ハウをもった労働~を定，j'}させる必要性かあ っ
た。③モンドの1導愛的 ・パタナリスティックな労務行用
思想。@フソレナー ・モンド社が独占的な地位を占めてい
たノースウィッチ地峡の雇用状況。⑤ノレプラン法にくら
べアンモニア ・ソータ法は相支併JICましな労働尽境であっ
た。
フルナー ・モンド社は，ノレプラン法アルカリ仁場の労
働条件が一般的な状況のなかで，以上のようないくつか
の埋白からその独自の労働政策を採用するにいたったと
考えられる。
乙乙ではイギリス化学工業における労働省の状態をと
くにJレフラン法アルカ リ製造とアンモニア ・ソーダ法工
場について検討する乙とによ って，後ICI C 1 Hを形成
するフ'ルナー ・モンド社の労働政策の形成の上績として
の19t世紀イキリスの化学工業'と化学労働者の状態がし、か
なるものであるかを考察してきた。乙れは 1C 1社の経
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営史のなかで労働政策を位置づける作業とともに， 1 C 
I社労働政策の形成と展開を解明するための一段階とな
る。
なお，本稿は，昭和60年度， 61年度文部省科学研究費
の補助を受けて行なった研究の一部である。
?
1) I C I Hの労働政策については，務者のつぎの論文
を参照。 rイギリス化学工業における賃金ドリフ トJ
京都大学「経済論波」第133巻6号;r百]f1 C 1に
おける労働組合主義Jr同」第135巻5・6号。
2 )化学技術と化学工業を考察する時.他の産業との対
比において注意する乙とは，技術及び産業と伺別の
製品との対応、関係である。化学工業製品は鉄鋼或い
は繊維のように，単一の製品として区分できない特
殊な存証である。現代の化学工業製品史は，一応ひ
とつの分類項目となりうるが，合成繊維，医薬品や
プラスチ yク製品など消fi財から，あらゆる成業分
野の原材料となっている。 ζの事実は化学技術と化
学工業の関係を考える時，留意すべき ζとである。
3) Park & Clouberma [73)， pp. 145-50: 
Aspi九 C. [74)， pp. 23-25 :山崎 [84)pp. 
106-11。
4) Baines P. [75)， pp. 29. 
5) Aspin [74) pp. 25: Baines [75) pp. 28. 
6) Aspin [74) pp. 24. 
7) Miall [72)， pp. 3-6・岩瀬 [81)，pp. 299-
303。加藤 [79)，pp. 5 -6。
8 )加線 [79)， pp. 6。
9)同， pp. 6-9。
10)問，pp. 9。
1) Warren [5). pp. 17 -18 . Clow [71)， pp. 
175。
12)加藤 [79)，pp. 11-3 0 
13)加藤 [79)，pp. 13-5。
14)加厳 [79)， pp.107-11O。なお，アンモニア ・ソ
ーダ法の技術的困難さについては.本稿凹の 1-a 
を参照。
15) Warren [5)， chapter 13， 14.加藤 [79)pp. 
108。
16) Warren [5)， pp.lll-114. 
17)岩瀬 「同上J， pp. 230-1 
18)以下の叙述については， Warren [5 J. chap. 7， 
8， 9 ; Haber [ 1 ).chap. 1， 2， 4. 7 ; 
Hardie [3)， [ 4) . 
19) Warren [5)， chap. 10. 
20) Warren [5)， chap. 13. 
21)当時Winnington以外に6ケ所のアンモニア・ ソー
ダ工場があった。 Middlewich(1890-92) ， 
Bowman Thompson (1891-1900)， Daguin of 
Varangeville (1893-4 ) ， Ammonia Soda 
(1908-16) ， Port Clareme (1884-1900) ， N. 
Mathieson (-1893) .乙のうちはじめの4工場は.
フツレナー ・モンド社Iζ買収された。
22)以下のルプラン法工場の工程は.次の文献をもとに
筆者が推定し構成したものである。 Sherard[59)， 
B1atchford [60]， Alkali Inspectors Annual 
Report [57)， Chemical & Copper Workers' 
Union Report [58]， BBP [56) . 
23) Sherard [59)， pp. 52. 
24) Sherard [59]. pp. 55， Blatchford [60]， pp. 
120. 
25)アルカ リ条例について .)レプラン法工場は大量の塩
酸を副成し.同時に黒灰の浸H:l残浮は硫化水素や頁
Efi駿ガスを発生する。乙れらがなんの規制もなく放
任されていたため，)レプラン法アルカリ工湯は19世
紀のイギリスの主要な公害源となっていた。 1863年.
高まりつつあった公害規制を笠む戸にようやく乙た
えてアルカリ条例を制定し，濃度5%以上の頃酸ガ
スの放出を祭l上した。しかし，乙の規制値は正常・な
操業を維持すれば達成できるものであり，アルカリ
業者逮1:はほとんど影響を与えなかった。しかし，
1874年改正により，対象をアルカリ製造業者だけで
なく，有害ガスを発生する全ての工場を対象とする
ようになった。また，規制値も1801告もきびしくな
り，極酸ガスについては空気 l立方フィート中1ζ
0.0128グラムしか詳されなくなった。同時に工場監
督官として有能な化学者が任命され，公害を取締っ
た。加藤 [79)，pp. 95-8，工藤 [28]。
26)塩酸は二酸化マンガンで俊化されるが，乙の時生じ
た塩化したマンガンの再生法が開発されなければ.
塩紫の工業的製jSの成功はのぞめなかった。ウェノレ
ドン法は，思化7 ンガンを炭俊カルシウムと石灰の
溶液で処fII1し，水酸化7 ンカ.ンlとした後，気中で酸
化して二酸化7 ンガンを回収する方法であった。乙
れによるマンガンの回収率は90-95怒となった。ま
た，ディーコン法は極化第二銅を触媒として接触酸
化する方法である。題索の変化率はウェノレドン法』ζ
優っているが，発生する極索は濃度7-8%で、過
(20) 
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?誌の室式さらし粉製造装置の原料とする乙とはでき
ず.Hasenclever式さらし粉製造装前(18881f:.イ
ギリスで特許)を使用する必要があった。ウェルド
ン法は，ディーコン法K比べて濃厚な庖素ガスを43
るζとができ.噸粉の製造設備が簡単なうえ，有効
t毎~1iilの多い さらし粉を生産できたので広く 使われ
た。加繰 [79J.pp. 97-8.岩瀬 [81J. pp. 304 
-7。
27) Chemical Works Committee [56J Appendix 16 
-7によると，さらし粉製造の室の大きさは長さ9
-15m.偏6-9 m.高さ1.5-1.8mで内側は錫
で補強され，各面』ζ ドアが付いていた。そ乙から石
灰を手抑<liで巡び入れ，熊手で床面lζひろげ.床い
っぱL、になったら部屋の戸は閉じられる。それから
盗品;ガスかバイプを通じ天井から注入される。ある
樗度飽初したら，戸が開かれ労働者が入り，石灰を
ひっくり返し.新しい而がガス』ζ触れるようにした
後再ひ戸が閉じられる。石灰が望ましい限度にまで
飽和するまで乙の作業が繰返される。反応が完 fす
るとたるが巡び込まれ，室内でシャベノレILよって待
つめが行われる。
28)む瀬 [81J. pp. 303-4。
29) Sherard [59J. pp. 50. Blachford [60J pp. 
117-8によると，時つめIL従事するものをPowder
Packerともし、う。
30)組作業については.Dick [38J pp. 102.工藤 [29J
pp. 49。
31) Sherard [59J pp. 55. Dick [38J pp. 102. 
32) Blachford [ωJ pp. 126. 
33)以応及び工程.装れについては次の文献を参照。芯
瀬 [81J p. 31 -4 0 [82J p. 37-8 0 Clow 
[71J pp. 12.加藤 [79Jp. 12-4. 97-102。
Miall [72J . 
34) Sherard [59 J pp. 52-4. Blachford [60J pp. 
121 - 3 
35) Blachford [60J pp. 111-3. 121-3. 
36)行瀬 [81J p. 232.由連晒粉同業会 [82Jpp. 41-
2.加藤 [79Jpp. 12-3。
37)涜瀬 [81J pp. 231。
38)転炉の大きさは1880年代には， 長さ5.6m.lt1径
3.6mであった(図ー 16)。その後次第に大規化し.
長さ9.2m.直径5.6m. 1. 6∞個の耐火煉瓦で内
級りされたものとなった。乙れは，ソーダ}伎の濃縮
がまも過熱するように造られていた。月日隊 [79Jpp. 
102。
(21 ) 
39)加綴 [79Jpp. 99-100。
40) 1860年代中頃からChancelζよる実則的なJj法か。
場する。詳しくは.加藤 [79Jpp. 100- 1。ちな
みにアンモニア ・ソーダ法のイギリスでのて業化1L
成功したL.Mondらブノレナー・モント社を始める
までは. ノレフ'ラ ン法ソーダて湯の黒灰妓律からの硫
!Ji.の回収法を研究していた。
41) iμH¥効本を高めるため.浸出槽lζはさまざまな 仁犬
がなされた。フランスで‘は階段式のクレ7 ンーデソ
ルム式役山糟がイギリスではシャンク ス式~11 1J憎が
一般に普及した。加藤 [79Jpp. 98-9。
42)宕瀬 [81J pp. 233.曹i1!B西粉開業会 [82Jpp. 44. 
43) Sherard [59J pp. 55. finisher1Lついては.ぶし
い労働内容に関する叙述はいずれの文献にも見出さ
れなかった。
44)苛性ソーダ製造K携る労働については.Blachford 
[60J pp. 124-5。
45)フツレナー ・モンド社のWinningtonて湯以外lζいく
っかのアンモニア ・ソータ法工協が造られたか.い
ずれも生産が軌道IL乗らず閉鎖lζ追込まれたり同社
lζ吸収されたりした。 Warren[5 J pp. 111 -8. 
46) Didsbury [70J pp. 182.乙の文献において述べら
れているブルナ ・ー モンド社のWinningtonTl:ldで
の労働はおそらく 1940-50年代の様子であると巧-え
られる。しかし，作l業開始時の生度設備か.1980年
代においてもそのまま利用されていることをイ号える
と，生産妓術や装世が}基本的Iζ同じならは，いわゆ
る計装化以前なら労働内容はほとんど変化していな
いはずである。
47) Didsbury [70J pp. 180. 
48) Dick [38] pp. 95-6. 
49) Dick [38J pp. 96. 
50) Dick [38J pp. 97. 
51)乙の他KSavingBankとよばれ.会社内の非公式
の銀行に顕けられる社内預金制度 (Dick[38J pp. 
102)や1874年に工場内の診療クラフ'-Sickclubが
設立された。 (Dick[38J pp. 98) .蔽初の工場
内診綴所WorksSurgeryはWinningtonHallの
モンド家の台所だった。当初は労働省の賃金からの
作除により運営していたが，後ILは会社か~g市を騒
い無料の医療サービスを実施した。さ らにー符の疾
病手当Sickpay制度も設けられた。
52) Didsbury [70J pp. 184-5。
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Summary 
τnis paper attempted to inquire the condition of the British chemical workers in 19th century in order to clarify 
the circumstances of formation of labour policies in Burunner & Mond Co. Ltd. which is one of the former lmperial 
Chemical Industry PLC. 
First the history of chemical industry， mainly alkali and acid industry in 19th century England is examined consider. 
ing the history of chemical technology. Secondly， the production process and the working condition under Le Blanc 
Process which is major production process then Alkali industry is probed. Lastly the production process and the working 
condition under the ammonia soda process (Solvery process) which is more effective and safety than Le Blanc proces. 
The findings derived from this paper were as follows; th巴 19thchemical work especially und巴rthe Le Blanc process 
was hard and sweated， rnoreover， working condition was dangerous and unhealthy which was showed by the fact then 
chernical industry was major cause of envrionmental pollution. In case of ammonia soda process， the condition was 
better lhan that of Le Blanc process. That is why Brunner & Mond Co. Ltd. adapting ammonia soda process could 
achieve their progressive labor policy. 
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